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○ 議長 大釜 登 ただいまの出席議員は８人です。定足数に達しており

ますので、会議は成立いたしました。

３月４日に引き続き会議を再開いたします。 （午前１０時００分開会）

直ちに本日の会議を開きます。 （午前１０時００分開議）

議事日程第２号はお手元に配付のとおりであります。

◎ 日程１番 一般質問

○ 議長 大釜 登 日程１番 これより一般質問を行います。先例に従い、

通告順に行います。

○ 議長 大釜 登 順番１番 西山富夫議員、発言願います。

○ 議員 西山 富夫 通告に基づき、質問します。今、道の駅は第３ステージ

に入っています。まずは、制度が導入されたばかりの第１ステージ（１９９３

年～）ですが、道路利用者が安心して休憩できる場所を提供するのが目的であ

りました。そして、その制度が浸透した第２ステージ（２０１３年～）ですが、

道の駅自体が観光の目的地になり、より人を引きつける場所となっています。

そして、現在第３ステージ（２０２２年～）ですが、地方創生・観光を加速す

る拠点として、観光だけではなく、防災拠点としての役割も期待されています。

昨年９月にオープンした道の駅２７５つきがたでありますが、観光の発信点

はもとより、様々な役割があると思われます。月形の道の駅は、防災道の駅で

はありませんが、災害時、どのような役割を果たしていくのか伺います。

○ 議長 大釜 登 町長。

○ 町長 上坂 隆一 お答えいたします。本町の道の駅は、昨年９月に、北海

道で１２８番目の道の駅として開業しました。道の駅は、道路事業者への安全

で快適な道路交通環境の提供や地域の振興に寄与することを目的に、２４時

間利用できる駐車場やトイレなどの休憩機能、道路や地域の情報を提供する

情報発信機能、道の駅を生かした活力ある地域づくりを行う地域連携機能の

三つの機能を併せて持つこととしていますが、議員のご指摘のとおり、特に近

年は、防災拠点としての機能を併せ持つことに注目されています。

２００４年に発生した新潟県中越地震において、道の駅が被災者の避難所や

支援施設として活用されたことから、国土交通省では道の駅を防災拠点として

位置づける取り組みを進めています。北海道においては、特に暴風雪災害時の

避難場所として活用されており、中でも２０１３年３月にオホーツク管内を襲

った暴風雪では、残念ながら死者も発生したことから、記憶に残っていると思

われますが、この事象の際には付近の道の駅で、天気予報を受けて臨時の避難

所として、避難者の受け入れをいち早く行い、女満別の道の駅では車１５０台

と、１３０名の避難者を受け入れています。
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本町におきましても、２０２１年２月に、暴風雪により、本町に通じる国道

２７５号線、道道岩見沢月形線、道道月形峰延線、道道月形幌向線が通行止め

になり、本町の事業所等で勤務されている方や偶然本町を訪れた方が帰宅困難

に遭ったことから、当時の月形温泉ホテルを開放し、防災備品の飲料水やアル

ファ米などを提供した経緯があり、現在は、国からも国道災害時の避難所とし

て協力要請を受けています。現在、道の駅には、本町と北海道コカコーラボト

リング株式会社、北海道開発局の三者が連携し、災害情報などを提供する自動

販売機を設置しています。この自動販売機は、北海道開発局が提供する通行規

制情報などが掲示され、大規模な災害が発生した際には、市町村の判断で、自

動販売機内の在庫商品を無償提供できることになっています。そのほかには、

おむつや粉ミルクの販売機も設置されており、緊急時の対応が可能であります。

また、昨年９月のリニューアルオープンから、レストランが設置されており、

状況に応じて保管されている食材による食事提供も可能と考えています。大規

模災害に備え、事前防災や減災の視点からも、道の駅の果たす役割は大きいと

考えております。本来、道の駅は沿道の休憩施設であることを考えると、平時

の基本機能の充実において、防災機能の向上を図ることができるため、効果的

であり、効率的と考えます。多くの道の駅には、農産物等の販売所、売店やレ

ストランにおける備蓄、交通情報や災害情報の発信など、非常時に果たす機能

を平時に活用できている強みがあると考えます。

国が進める防災道の駅とするには、前提として、北海道の地域防災計画に広

域的な防災拠点として位置づけられる必要がありますが、本町の道の駅一帯は、

洪水時には浸水地域になることから、避難所も含めた防災の拠点とすることは

非常に困難と思われます。しかし、月形町では、特に冬季における暴風雪災害

時においては、一時避難所として大きな役割を果たすことが可能と考えており

ます。以上、答弁を終わります。

○ 議長 大釜 登 西山富夫議員。

○ 議員 西山 富夫 ありがとうございます。確かに月形の道の駅は川沿い

にあり、水害時の避難所としての道の駅は使えないと思いますが、そのほかの

雪害、道路の寸断、雪崩等による災害弱者の場を設けることは可能でしょうか。

○ 議長 大釜 登 町長。

○ 町長 上坂 隆一 先ほどお答えしたとおり、以前にも実績がありますし、

可能であります。

○ 議員 西山 富夫 ありがとうございました。災害がないのが一番であり

ますが、そのような役割を果たしていただくということで、確認しました。こ

れで質問を終わります。
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○ 議長 大釜 登 順番２番 松田順一議員、発言願います。

○ 議員 松田 順一 それでは、質問させていただきます。去る３月１日に公

立高校入試の最終出願状況が発表されました。北海道新聞の空知版の記事を読

みますと、空知の公立高校で定数に達したのは、調理師や製菓など職業科があ

る三笠高校のみで、他の公立高校は定数に満たなかったとのことでした。いか

に空知の生徒数が減少しているかと考えられます。

南空知の南学区の中学生の生徒は、札幌市の公立ばかりでなく、札幌光星高

校などの私立高校の進学校にも出願し、中北空知の北学区では、地域の公立高

校ばかりでなく、旭川市などの公立高校に出願する状況があると考えられます。

地元の月形高校の出願状況は、募集人員４０名に対して４名の推薦があり、入

学が内定しました。また、１２名の出願があり、総人数は１６名になりました。

この結果から、今年度も２０名に達せず、月形高校の存続は依然厳しい状況

が続くことになります。この状況を踏まえて、月形高校に町の学校給食センタ

ーの給食を提供する可能性についての通告でありますが、過去にも同僚の議員

から同様の質問がされているわけでありますが、改めて教育長に伺います。

町では、月形高校に人づくり振興事業で通学定期券の購入や各種模擬試験、

検定試験の受験料の助成などで支援をしております。令和７年度の町政執行方

針においては、月形高校の取り組みを支援し、一体となって同校の魅力化や生

徒への支援拡充など、必要な対策を講じるとしております。

また、教育行政執行方針において、令和５年から月形町と月形高校がともに

地域未来留学事業に取り組んでいたところ、今年度１名の留学生が確保された

とのことであります。

今後、日本中から来る留学生や町内外から月形高校に入学する生徒への支援

策として、学校給食を提供することが可能かどうか、教育長に伺いたいと思い

ます。お願いいたします。

○ 議長 大釜 登 教育長。

○ 教育長 兼平 晃成 松田議員の一般質問にお答えいたします。月形高校

に学校給食を提供することが可能かどうかというご質問でございますが、児童

生徒数が減少してきていることもあり、給食センターのキャパシティーの面か

らは提供が可能でございます。ただし、実際の提供に当たっては、いくつか解

決していかなければならない課題や条件があることも事実です。まず、給食１

食分の分量について、現在、中学生に提供しているものと同じであれば、とい

うことが前提となります。高校生には中学生よりも分量が多くなるということ

になれば、小学生分、中学生分に加えて高校生分が増えるということで、作業

量の関係で食材の準備や調理に時間がかかり、現在の人員や体制では難しくな

ります。
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また、給食センターに消毒保管庫や配送コンテナなど、新たに備品をいくつ

かそろえる必要があります。配送についても、現在は１回で済んでいるのが２

回となります。次に、高校側の課題として、まず給食の受渡し方法の問題があ

ります。小中学校には搬入口がありますが、道立学校にはございませんので、

給食の搬出入の方法を考えなければなりません。

また、給食費について、保護者負担の同意を得られるか、徴収義務を学校が

行えるかも課題となると思います。

最後に、本町の学校給食の課題として、給食センターの施設設備の老朽化が

進んでいる中で、学校給食をどう維持していくかという大きな問題があります。

現状から考えると、その判断について時間的な猶予はあまりないものと私は考

えております。

国の給食無償化の動向もにらみながら、スクールランチや他市町の給食セン

ターへの委託等も含めて、学校給食の持続可能な在り方について多面的に検討

していかなければなりません。その行方によっては、仮に月形高校へ給食を提

供することになったとしても、どこまで持続可能かということについては不透

明な部分があることを申し添えたいと思います。

以上、様々申し述べましたが、教育委員会といたしましては、食数面からは

提供可能でございますので、話が具体的になった時点で、実現可能な方策を速

やかに検討させていただきたいと考えております。以上でございます。

○ 議長 大釜 登 松田順一議員。

○ 議員 松田 順一 今、教育長から、月形学校給食の状況、それから高校生

と中学生との分量の差、それから高校自体の搬入口だとか、それをどうしたら

いいのか。それを町が持つのか、道が持つのか、もしくは学校給食そのものが

父兄の皆さんが高校の先生、子どもたちがそれを受け入れてくれるのか、そう

いう多面的な問題が今お話にありました。そういう点については、非常に今ま

でも考えられてきたことだと思います。

ただ、新十津川農業高校という高校がありまして、ここは町の学校給食セン

ターから高校生に提供しているということなので、それなりの詳しいことは知

りませんが、今言われたような問題をどうクリアしているか、私自身も今のと

ころでは知りませんけれども、そういう可能性があるということは事実だと思

っていますし、クリアできるものはクリアできるかなと思っております。

今、そういう中で、教育長の言われる給食センターの老朽化、それをどうす

るのかという問題もあるということですので、今の段階で教育長がお話しされ

ることは理解いたしますが、しかしながらそれも解決していかざるを得ない状

況であることは間違いないと思います。そのようなことで分かるのですが、今

先ほど学校給食の無償化も進んできているというお話が教育長からありまし
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たが、現実問題として、今月の４日に国の令和７年度予算案が衆議院を通過し、

高校授業料の無償化の先行措置として、今年度から国公立私立を問わず全世帯

に年１１万８，８００円の就学支援金を支給する費用が１，０６４億円計上さ

れたということであります。

大阪府では、国に先駆けて高校授業料が無償化されており、公立高校に通う

生徒が減り、学校設備の整った私立高校に行く生徒が増えたとのことでありま

す。今後は空知学区の月形高校ばかりでなく、石狩学区で札幌周辺の当別高校

においても、普通科の募集人員が１クラス４０名に対して出願数は１４名にな

るということになっております。今後、ますます地域の公立高校の存続が大変

になると思いますが、この学校給食の無償化というか学校給食の導入も、今後

検討していただければと思います。以上、私からはこれで質問を終わらせてい

ただきます。

○ 議長 大釜 登 教育長、何もないですか。よろしいですか。

○ 議長 大釜 登 教育長。

○ 教育長 兼平 晃成 私自身も実は、以前、中学校の校長をしておりました

ときに、月形高校に学校給食を導入するのはどうなんだろうかということで、

当時の教育長とお話をしたことがございます。様々な課題があってそのとき

は実現しなかったということでございますけれども、実際に導入するとなる

と、お話し申し上げましたようないろいろなことをクリアしていかなければ

いけないわけですけれども、決してやらないということではなくて、できるも

のならば、やっていくこともありだと私自身は考えておりますので、様々な場

面で検討いただき、そして私どもも検討して、具体的な話になれば、本当に進

めていきたいと考えておりますので、よろしくお願いいたします。

○ 議長 大釜 登 松田順一議員。

○ 議員 松田 順一 今、教育長から心強いお言葉とお返事をいただきまし

た。今後、高校等の方といろいろすり合わせがあるかもしれませんが、その辺

のことも踏まえて、よろしくお願いしたいと思います。

○ 議長 大釜 登 順番３番 東出善幸議員、発言願います。

○ 議員 東出 善幸 それでは、通告に基づき、質問をいたします。昨年も私

のほうで質問をさせていただきましたけれども、町立病院の今後の診療体制

についてでございます。令和６年第２回定例会で、町立病院の今後の診療体制

について、私は一般質問を行い、町長は今後も２名の常勤医師の診療体制で、

より良い病院運営に努めると答弁をしています。その後、議会の全員協議会や

まちづくり常任委員会で、月形刑務所医務課診療所医療業務を受託したこと

により、令和７年４月に新たな医師が着任するとの説明がありました。



令和７年第１回月形町議会定例会 ２日目（３月１３日）

6

また、町政執行方針でも、総合診療医１名の増員を図り、常勤医師３名体制

での診療を行うなど体制の充実を図っていくと述べています。充実した体制に

より、医師をはじめ、医療スタッフの負担軽減につながり、各種検査等の充実

により、町民や患者にとっては安全安心で大変喜ばしいことであると思います。

一時は医師が充足できず、診療所への移行も検討されましたが、事務の懸命な

努力により、医師も充足できました。私が調べた限りでは、医師の充足度を示

している医師偏在指標によりますと、救急や入院治療を受けられる２次医療圏

の北海道２１圏域で、札幌と旭川の上川中部だけが全国平均を上回る医師多数

区域となっており、それ以外は全国平均を下回り、空知は中間区域を下回り、

医師少数区域に該当しています。

月形町立病院は、医療法上の医師数が３人であり、出張医も含めると医師数

は大幅に充足しています。そのような中、今後どのように体制の充実を図り、

医療サービスの提供及び収支についてどのように考えているか伺います。

○ 議長 大釜 登 町長。

○ 町長 上坂 隆一 お答えいたします。町立病院の診療体制ですが、まずは

院内での診療体制についてご説明させていただきます。院内の医師の体制で

すが、常勤医師を１人追加し、３人体制でローテーションを組みながら、外来

診療、入院患者様への診療、検査等の業務に当たる計画としております。令和

７年度からは、月形刑務所内診療所の診療業務が新たに始まりますので、院内

にはおおむね２人の内科常勤医が勤務する体制をとる計画であります。

整形外科の診療につきましては、令和６年１１月から非常勤医師の関係で、

診療日程が少なくなりました。具体的には、水曜日は１日診療であったわけで

すが、午後のみの診療となっておりました。令和７年４月からは１日診療に戻

すことが可能となりました。これにより整形外科の診療は、毎週水曜日１日と、

第１、第３、第５火曜日の午前中の診療へ体制が変更になります。診療体制、

医師体制以外の変更点としては、医師のほかに、検査体制を強化します。

従来検査業務については、主に委託業者の職員の派遣を受け実施しておりま

した。この検査技師の派遣を受けての検査体制ですと、検査技師がいるにもか

かわらず、町立病院の職員でないため、制度上の話になりますが、血液検査や

尿検査等の検体検査のみしか実施できませんでした。ですので、エコー検査に

ついては月１回程度ですが、他の病院から検査技師の派遣を受けて実施してお

りました。これを解消するため、令和７年度は会計年度任用職員で検査技師を

採用します。これにより、従来実施していたエコー検査が技師の派遣の日程に

かかわらずできるようになります。

また、従来看護師が実施していた心電図検査や採血等についても、検査技師

が実施することが可能となり、不足気味であった看護師の負担軽減にも役立ち
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ます。検査技師については、院長及び副院長とも相談し、検査数を増やすこと

を目的に、週１日のみの勤務とする非常勤職員についても確保しておりますの

で、患者様の検査受診の機会の充実が図られます。

刑務所診療所の医師体制ですが、常勤医師３人と非常勤医師を合わせた体制

で診療を行う計画としております。刑務所診療所の内科診療については、月曜

日から木曜日の週４日間となっております。常勤医師は週に１回から多くても

２回の診療となる体制とします。刑務所診療所で非常勤医師を配置して診療す

るのは、常勤医３人が本院での検査や病棟管理といった時間をより多くつくり、

より良い医療の提供を行うことや医師の負担軽減を図ることを目的としてお

ります。刑務所内での受刑者の診療につきましては、やはり通常の診療とは異

なり、刑務官立ち会いの中で長時間にわたる診療となり、医師への負担も大き

いと聞いております。

なお、刑務所診療所の内科休診日の金曜日については、歯科医師による診療

を行いますが、町内の歯科医師に協力をお願いし、了承を得ております。刑務

所診療所の医師以外の職員の人員体制ですが、看護師１人、准看護師２人、診

療放射線技師１人、医療事務員３人を基本に、薬剤師１人を非常勤で雇用し対

応する計画となっております。

令和７年度から新たに取り組みを始める診療所の運営ですが、月形刑務所と

連携を図り、スムーズな運営を目指すとともに、診療所の職員を含めた町立病

院全体の職員数を増やすことにより、町立病院の診療体制も併せて充実させる

ことが期待できると考えております。

経営収支について、道内の小規模自治体病院は非常に厳しい経営状況が続い

ている中、町立病院については、令和３年度から令和５年度までの期間は黒字

決算となっております。しかし、この期間については新型コロナウイルス感染

症関連の補助金や特別に診療に対する加算がつけられるような優遇措置もあ

りました。令和６年度からは補助金や優遇措置がなくなり、町立病院の経営も

厳しくなっている中、一般会計負担金については、令和６年度もいわゆるルー

ル分のみで運営を行っております。今後においてもルール分の繰入れにより運

営できることが望ましいですが、町民の皆さんが安心して暮らせる医療の提供

を最優先と考え、医療提供体制の充実と安定経営に向けた経営を目指してまい

りたいと思います。

○ 議長 大釜 登 東出善幸議員。

○ 議員 東出 善幸 詳しく答弁していただきまして、ありがとうございま

す。刑務所関連につきましては、予算委員会でも再度質問をさせていただきた

いと思います。医療提供体制の充実と答弁されました令和６年第２回定例会一

般質問で、令和６年度から訪問看護や在宅医療について検討を始める。そのた
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めにも、看護師が研修を受ける予定と答弁しています。今回、医師や医療スタ

ッフの増員により、今後、訪問看護や人間ドックなどを検討できないか伺いま

す。

○ 議長 大釜 登 病院事務長。

○ 病院事務長 髙田 恵一 健診や訪問看護在宅医療につきまして、令和６

年度に訪問看護、特に訪問看護につきまして看護師が研修を実施してございま

す。今後につきましては、まず、令和７年度から刑務所診療所が新たに始まり

ます。こちらに関しましては、かなりウエイトも大きく、実際に動かしてみな

いと分からないところもございます。特に職員の配置につきましては、少し不

足する可能性等もございまして、まずは令和７年度につきましては、刑務所診

療所をスムーズに運営することを最優先にいたしまして、在宅ですとか訪問に

つきましては、研修等は行い検討はしますが、すぐ近い将来実施するかどうか

というのは、まずは刑務所をスムーズに運営させてから検討したいと考えてお

ります。

○ 議長 大釜 登 東出善幸議員。

○ 議員 東出 善幸 刑務所をスムーズにするためにも、まずは在宅訪問看

護等について少し様子を見るということで、答弁でありましたけれども、まず、

刑務所はまだやっていないわけですから、当然診療してみてどのようなこと

があるか分からないという中で、それは十分に私も分かりました。最後ですけ

れども、当然これだけ医療スタッフが多くなりますと、いろいろと考え方や要

望、課題があると思います。町長は今後、医師や医療スタッフとの定期的な懇

談会を考えていないのでしょうか。

○ 議長 大釜 登 町長。

○ 町長 上坂 隆一 もちろん、定期的に懇談できればよいとは思っていま

すけど、診療体制等を十分考慮して、できるだけ現場の職員と対話を密にして

いきたいです。特に、院長とも十分に話をしていきたいと思っております。

○ 議長 大釜 登 東出善幸議員。

○ 議員 東出 善幸 町長は、病院の開設者であるわけですから、当然これだ

け医療スタッフが多いとなると、いろいろな考え方が出てくると思います。や

はり、３人の医師がいるということは本当に恵まれているし、大変町民も安

全・安心でいると思いますので、ぜひ、医師はじめ医療スタッフとの懇談会を

行っていただき、声をぜひ聞いていただきたいと思います。終わります。

○ 議長 大釜 登 以上で本日の一般質問を終わります。

○ 議長 大釜 登 本日の日程は全て終了いたしました。本日はこれをも

って散会いたします。

（午前１０時３８分散会）


